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１．主な整備箇所等一覧

道路整備　 　　　　（決算説明資料　5P関連）

主　　な　　箇　　所　　等

《道路橋りょう整備》

香椎4800号線

《都市計画道路整備》

長尾橋本線（茶山）
千鳥橋唐人町線（那の津大橋）
粕屋久山線（土井）

《道路橋りょう整備》

志賀島和白線（西戸崎）
店屋町318号線
舞鶴薬院線（城東橋交差点）

《交通安全施設整備》

橋本駅自転車駐車場
桧原比恵線（平尾）

2,798,842 浜新建堅粕線（箱崎）

《都市計画道路整備》

890,042 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近）

《道路橋りょう整備》

千代今宿線外
志賀島和白線外

1,437,198 和白東4496号線外

※下段（　）は、平成22年度当初予算額

－

合　　計 8,645,976

道 路 施 設 の
ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト

そ の 他 －

生 活 道 路 等 整 備 520,727

交通安全施設整備

連続立体交差事業

直 轄 工 事 費
負 担 金

決 算 額

幹 線 道 路 整 備 2,999,166

（１）

区　　　分
公　　　　　共　　　　　事　　　　　業
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主　　な　　箇　　所　　等

《道路橋りょう整備》

香椎4800号線
福岡志摩前原線（今津橋）
千代今宿線（興徳寺橋）

《都市計画道路整備》

粕屋久山線（土井）
天神通線（北側）
長尾橋本線（茶山）

《道路橋りょう整備》

志賀島和白線（西戸崎）
潟元浜線（今津）
平和桧原線（平和）

《交通安全施設整備》

和白丘2847号線
壱岐団地線

3,590,037 国道263号（飯倉）

《都市計画道路整備》

57,514 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近）

《道路橋りょう整備》

志賀島和白線外
町川原福岡線外

3,155,626 和白東4496号線外

対象外給与費・福岡北九州高速道路公社貸付金・出資金等

1,297,500 国道３号　外　 1,297,500

14,507,415 23,153,391

4,592,824

2,824,055

2,802,812 3,323,539

2,824,055

6,388,879

947,557

決 算 額

779,872 3,779,038

（単位：千円）

単　　　　　　独　　　　　　事　　　　　　業
合　　　計
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河川整備　 　　　　　（決算説明資料　6P関連）

主　　な　　箇　　所　　等

周船寺川 金屑川 若久川 博多川
（ ）

479,789 源蔵池

－

（ ）

吉塚新川 上牟田川 綿打川 水崎川

（ 23,994 ）

（ ）

（ ）

河 川 施 設 の
ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト

そ の 他 －

合　　計 503,783

治 水 対 策

局 地 的 豪 雨
対 策

環 境 整 備 －

（２）

区　　　分
公　　　　　共　　　　　事　　　　　業

決 算 額
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主　　な　　箇　　所　　等

香椎川 不動ヶ浦池
（ ） （ ）

1,752,618 2,232,407

大谷川

14,009 14,009

弁天川

（ （ ）

七隈川 一本松川 綿打川 七寺川

（ 745,100 ） 永浦池 （ 769,094 ）

対象外給与費
（ ） （ ）

（ ） （ ）

207,128 207,128

3,064,164 3,567,947

345,309 345,309

（単位：千円）

単　　　　　　独　　　　　　事　　　　　　業
合　　計

決 算 額
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（３）下水道整備 　　　　(決算説明資料　7P関連)

中部水処理センター480,328 

13,244,597 

主　な　箇　所　等

未 整 備 区 域 の 解 消

-            

区　　　分
公　　　共　　　事　　　業

下 水 道 施 設 の ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト
（ 改 築 更 新 ）

6,831,712    

合 流 式 下 水 道 の 改 善

再 生 水 利 用

294,216      

筥松第１汚水幹線、堅粕第８雨水幹線、梅光園第１雨水幹線、
塩原老司雨水幹線、西新第１雨水幹線、姪の浜第３雨水幹線、
堅粕第３ポンプ場、原第１ポンプ場、姪の浜ポンプ場、
和白・中部水処理センター

みなと香椎四丁目、

西部水処理センター

決 算 額

月隈ポンプ場、向島ポンプ場、梅光園ポンプ場、室見ポンプ場、

和白・東部・中部・西部・新西部水処理センター

中部６号幹線、中部８号幹線、中部１２号幹線、

金隈地区雨水管、西田隈第３雨水幹線

2,316,934    

3,321,407    

合 計

浸 水 対 策

地 震 対 策
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（単位：千円）

天神一丁目

中部水処理センター

163,447      

9,753,362    

581,484      

2,161,408    

163,447      

101,156      

26,830,939   

合　　計

松島六丁目、原田四丁目、柳河内一丁目、老司一丁目

筥松第１汚水幹線、堅粕第８雨水幹線、梅光園第１雨水幹線、
塩原老司雨水幹線、西新第１雨水幹線、姪の浜第３雨水幹線、
姪の浜ポンプ場

主　　な　　箇　　所　　等

13,586,342 

みなと香椎四丁目、

西部水処理センター

決 算 額

美和台三丁目、下川端町、荒津一丁目、平和一丁目、
田島四丁目、室見五丁目、豊浜一丁目、
月隈ポンプ場、梅光園ポンプ場
和白・東部・中部・西部・新西部水処理センター

2,553,682    

1,867,192    

16,585,074   

単　　　独　　　事　　　業

236,748      

4,785,844    1,464,437    
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２．令和８年度への繰越箇所一覧

道路整備　 　　　　（決算説明資料　5P関連）

主　　な　　箇　　所　　等

《道路橋りょう整備》

千代今宿線(興徳寺橋)

836,361 《都市計画道路整備》

長尾橋本線（茶山）
国道３号線（半道橋）
野間屋形原線（花畑）

《道路橋りょう整備》

志賀島和白線（西戸崎）
舞鶴薬院線（城東橋交差点）
店屋町318号線

《交通安全施設整備》

貝塚駅自転車駐車場
桧原比恵線（平尾）

1,467,542 博多駅草ヶ江線（六本松）

《都市計画道路整備》

285,958 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近）

《道路橋りょう整備》

町川原福岡線外
国道385号外

881,404 黒門福浜線外

※下段（　）は、平成22年度当初予算額

（１）

連続立体交差事業

幹 線 道 路 整 備

生 活 道 路 等 整 備 203,930

合　　計 3,675,194

道 路 施 設 の
ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト

そ の 他 －

区　　　分

繰 越 額

交通安全施設整備

公　　　　　共　　　　　事　　　　　業
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主　　な　　箇　　所　　等

《道路橋りょう整備》

香椎4800号線
千代今宿線（興徳寺橋）

243,667 《都市計画道路整備》 1,080,027

粕屋久山線（土井）
千鳥橋唐人町線（那の津大橋）
老司片江線（やよい坂）

《道路橋りょう整備》

志賀島和白線（西戸崎）
入部中原停車場線（椎原）
香椎957号線

《交通安全施設整備》

清水干隈線（長尾）
福岡筑紫野線（大橋）

1,923,594 壱岐団地線 3,391,136

《都市計画道路整備》

20,554 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（雑餉隈駅付近） 306,511

《道路橋りょう整備》

香椎箱崎浜線外
国道385号外

1,622,614 黒門福浜線外 2,504,018

《都市計画道路整備》

福岡北九州高速道路公社貸付金・出資金

（単位：千円）

1,488,852

5,499,280

1,692,782

200,000 200,000

繰 越 額

単　　　　　　独　　　　　　事　　　　　　業
合　　　計

9,174,474
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河川整備　 　　　　　（決算説明資料　6P関連）

主　　な　　箇　　所　　等

周船寺川 金屑川 若久川 博多川

280,670

－

吉塚新川 上牟田川 綿打川 水崎川

105,760

（

河 川 施 設 の
ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト

そ の 他 －

合　　計 386,430

治 水 対 策

局 地 的 豪 雨
対 策

環 境 整 備 －

（２）

区　　　分
公　　　　　共　　　　　事　　　　　業

繰 越 額
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主　　な　　箇　　所　　等

香椎川 不動ヶ浦池

1,349,183 1,629,853

長野川

弁天川

那珂古川 七隈川 田尻川 博多川

359,749 新市楽池 465,509

（ （ ）－ －

1,767,376 2,153,806

14,735 14,735

43,708 43,708

（単位：千円）

単　　　　　　独　　　　　　事　　　　　　業
合　　計

繰 越 額
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（３）下水道整備 　　　　(決算説明資料　7P関連)

香椎照葉七丁目、西部水処理センター

東部水処理センター

合 流 式 下 水 道 の 改 善

4,334,824    

1,985,668    

-            

合 計

再 生 水 利 用

下 水 道 施 設 の ア セ ッ ト
マ ネ ジ メ ン ト
（ 改 築 更 新 ）

未 整 備 区 域 の 解 消

10,586,476 

堅粕第３ポンプ場、築地町ポンプ場、姪の浜ポンプ場、
和白・東部・中部・西部・新西部水処理センター

中部６号幹線、中部８号幹線、中部１２号幹線、

金隈地区雨水管、西田隈第３雨水幹線

455,568      

96,060 

3,714,356    

住吉幹線、中部1-1号幹線、七隈第１３雨水幹線、
中部、西部水処理センター

区　　　分
繰　越　額 主　な　箇　所　等

公　　　共　　　事　　　業

浸 水 対 策

地 震 対 策
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（単位：千円）

香椎照葉七丁目、西部水処理センター

天神一丁目

西中洲

233,589      

2,062,928    

592,194      

松田三丁目、西月隈三丁目、堅粕一丁目、上呉服町、
大楠二丁目

19,787,000   

10,434,998   

140,857      

6,100,174    

単　　　独　　　事　　　業

主　　な　　箇　　所　　等

233,589      

箱崎四丁目、博多駅前一丁目、白金二丁目、
大楠一丁目、梅林二丁目、高取一丁目、豊浜一丁目、
堅粕第３ポンプ場、姪の浜ポンプ場、
和白・東部・中部・西部水処理センター

5,777,284    

2,152,510    

1,047,762    

166,842      
住吉幹線、中部1-1号幹線、七隈第１３雨水幹線、
西部水処理センター

繰　越　額

9,200,524    

合　　計

44,797       

-12-



３.下水道事業の財政状況（図解）
（金額は消費税抜）

【決算ベースの収支】

収入 ５５６.４億円 支出 ４９１.７億円 収入 ３１１.５億円 支出 ５２４.３億円

建設改良費
２５９.３億円

その他収入 １４.６億円

一般会計繰入金
１８９.２億円

下水道使用料
２５７.８億円

維持管理費
１７３.８億円

資本費
３１７.９億円

（減価償却費等 ２８５.１億円）
（企業債利息等    ３２.８億円）

   単年度利益６４.7億円

企業債償還
２０７.８億円

償還金積立金取崩２２.５億円

企業債借入
１７２.０億円

⻑期前受金戻入
９４.８億円

その他収入 ５.５億円

一般会計繰入金４３.０億円
その他支出 ０.１億円

国庫補助金
６8.５億円

償還金積立金５７.１億円

資本的収支収益的収支
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【下水道使用料収入及び損益の推移】

【企業債残高の推移】

4,853 
4,829 4,782 

4,733 
4,627 4,539 4,434 

4,349 4,254 
4,163 4,070 3,949

3,806 
3,665 3,536

3,423 3,302 3,214 3,127 3,056

3,021 

0

500

1000
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2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

企業債残高（億円）ピーク【Ｈ14】5,097億円

ピーク時から
△2,076億円

(H14→R7)

△ 1 12
4 18 15

23 29
39

51 48 54
64 67

75 80
69

43
55

67 70 65

268 276 274
270 265 267 267 267 270 268

273 279 280 280 281
266 266

244

281 285258

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
-20

0
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100
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140
160
180
200
220
240
260
280
300

下水道使用料収入・損益（億円）

単年度損益 下水道使用料収入（税抜）

下水道使用料
の最終改定

(H17)

下水道使用料の減免
26億円

(R4) 下水道使用料の減免
27億円

(R7)
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４．経営指標等の推移（令和３～７年度）

（１）施設指標

施設利用率 下水処理場における平均的な稼働状況を示す指標です。

晴天時一日平均処理水量
処理能力（前年度末）

× 100

（評 価）

・当指標は、施設の利用状況や適正な施設規模を判断する指標であり、数値が高いほど施設が効率的に利用

されていることを示します。

・他大都市平均とほぼ同水準で推移しており、近年は、６０％程度となっています。

下水処理場において最も処理水量が多かった日の稼働状況を示す指標です。最大稼働率
晴天時一日最大処理水量

× 100
処理能力（前年度末）

（評 価）

・当指標は、施設の処理能力に対して年間で最も処理水量が多かった日の稼働状況を示す指標であり、

令和７年度は前年度に比べて増加しています。

・他大都市平均と比べると高い水準にありますが、施設能力には一定の余裕がある状況です。

福岡市 北九州市広島市京都市川崎市他大都市※

平 均

※ 計算式の数値については、総務省提出「地方公営企業決算状況調査」の数値

他大都市とは、福岡市を除く政令指定都市１９都市及び東京都

58.3% 58.0%
61.3% 61.8% 60.9%

0%

20%

40%

60%

80%

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

施設利用率の推移

60.9%
55.8%

61.9%
56.1%

45.7%

61.9%

0%

20%

40%

60%

80%
令和７年度大都市の施設利用率

84.7%

72.6%
84.0% 79.5%

89.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

最大稼働率の推移

89.1%
79.9%

86.3%
80.5%

58.7%

85.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
令和７年度大都市の最大稼働率

福岡市 北九州市 広島市京都市 川崎市 他大都市

平 均
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下水処理区域内において水洗トイレを利用している人口の割合を示す指標です。水洗化率

水洗便所設置済人口
× 100

処理区域内人口

（評 価）

・当指標は、９９％を超えており、ほぼ全ての市民が水洗トイレを利用しています。

・他大都市平均と比較して高い水準となっています。

処理場で処理した水量のうち使用料徴収の対象となる水量の割合を示す指標です。有 収 率

年間総有収水量
× 100

年間総汚水処理水量

（評 価）

・当指標は、高いほど使用料徴収の対象とならない不明水が少なく、効率的な汚水処理が行われて

いることを示しています。

・近年は、８０％程度で推移しており、他大都市平均を上回る良好な水準となっています。
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下水道事業における収支のバランスを比較し、経営の安定性を示す指標です。

(営業費用+営業外費用)

(営業収益+営業外収益)
× 100

経常費用

経常収益

（２）財務指標

（評 価）

・当指標は、１００％以上であれば単年度収支が黒字であることを示す指標です。

・近年は、１００％以上で推移しており、他大都市平均を上回る高い水準となっていることから、安定した経営状況

にあります。

１年以内に現金化できる資産と負債とを比較し、短期的な支払い能力の高さを示す指標です。流動比率
流動資産

× 100
流動負債

（評 価）

・当指標は、民間企業では、１００％超が適正とされています。一方で、公営企業では地方公共団体の信用力を

背景に、当年度に発生する損益勘定留保資金等を企業債の償還財源として使用するため、流動負債として計

上される翌年度償還予定の企業債に対応する資金を決算時に保有していない傾向にあります。

111.8%

111.2%
113.8%
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下水道使用料

汚水処理費（公費負担分を除く）

総資本に対する自己資本の占める割合を表しており、企業の安定度を示す指標です。

資本金+剰余金+繰延収益
× 100

負債・資本合計

自己資本

構成比率

（評 価）

・当指標は、総資本に占める自己資本の割合を示す指標であり、数値が高いほど借入金に頼らずに経営が

行われていることを示しています。近年は、利益剰余金を活用して企業債の発行を抑制していることなどか

ら負債が減少しており、当指標は上昇傾向にあります。

下水道使用料で回収すべき経費を、どの程度下水道使用料で賄えているかを示す指標です。経費回収率
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円/ｍ3
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令和７年度大都市の経費回収率

（評 価）

・当指標は、１００％以上であれば、下水道使用料で回収すべき経費をすべて下水道使用料で賄えていることを示

す指標です。

・他大都市平均を上回る高い水準となっており、確保した利益については、企業債発行の抑制などに活用していま

す。なお、令和４年度及び７年度は、下水道使用料の減免を実施したことから、経費回収率が他の年度に比べて

低くなっています。

× 100
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法定耐用年数を経過した管渠延長

下水道布設延長

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価

有形固定資産減価償却累計額

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを示す指標です。有形固定資産

減価償却率

（評 価）

・当指標は、数値が高いほど法定耐用年数に近い資産が多いことを示しており、将来の施設改築更新の必要性

を推測することができます。

・福岡市の有形固定資産減価償却率は、類似大都市とほぼ同水準で推移していますが、その比率は年々上昇

していることから、今後も計画的かつ効率的な改築更新を実施する必要があります。

法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す指標です。管渠老朽化率

円/ｍ3

× 100
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× 100
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（評 価）

・当指標は、数値が高いほど法定耐用年数を経過した管渠を多く保有していることを示しており、管渠の改築更新の

必要性を推測することができます。

・福岡市の管渠老朽化率は、他大都市平均を下回っていますが、その比率は上昇傾向にあることから、今後も計画

的かつ効率的な改築更新を実施する必要があります。
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企業債現在高

処理区域内人口

下水処理区域内人口一人当たりの企業債（借入金）残高を示しています。
処理区域内人口

一人当たり現債高

（評 価）

・福岡市では、近年、利益剰余金を活用した企業債発行の抑制などにより、企業債残高は減少しており、処理区

域内人口一人当たりの企業債残高は他大都市平均を下回っています。

今後も、将来世代の負担軽減を図るため、企業債残高の縮減に努める必要があります。
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令和７年度大都市の処理区域内

人口一人当たり現債高（円）

福岡市北九州市広島市京都市 川崎市
他大都市

平 均

（円）

（３）全体総括

福岡市の下水道事業は、平成１８年度以降継続して黒字を計上しており、「経常収支比率」や「経費回収率」に

ついても他大都市平均を上回るなど、安定した経営状況を維持しています。

一方で、施設の老朽化に伴う改築更新費や維持管理費の増加、物価高騰など、今後の経営環境は厳しさを

増すことが見込まれます。

今後も、中長期的な経営環境の変化を見据えながら、下水道使用料の適正な賦課徴収による収入の確保や

経費の節減に努めるとともに、老朽化対策、地震・浸水対策、脱炭素・循環型社会への対応を着実に推進し、

将来にわたり健全で安定的な経営の維持に努めていく必要があります。
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５．補助金の支出状況

（単位：千円）

款
別

補 助 金 の 名 称 交 付 先
最 終
予 算 額

支出済額 不 用 額

道路照明灯補助金（防犯灯） 町内会・自治会等 76,722 76,721 1

私道整備費補助金
私道の舗装等を
行う者 3,000 － 3,000

狭あい道路路線整備補助金 工作物等の所有者 2,000 － 2,000

新歩行空間整備補助金 工作物等の所有者 2,000 － 2,000

都
市
計
画
費

合併浄化槽設置補助金
助成対象地域で
合併処理浄化槽を
設置する者

1,328 332 996

低地排水設備工事費助成金

汚水の排除が
困難な低地に
ポンプ排水設備を
設置する工事を行う者

750 － 750

私道排水設備工事費助成金
私道に排水設備を
設置する工事を行う者 235 － 235

水洗便所改造補助金
くみ取り式便所を
水洗便所に改造する
生活保護受給者等

516 － 516

排水設備分流化改造工事費助成金
排水設備を分流式に
改造する土地・建物の
所有者又は使用者

30,800 27,922 2,878

雨水流出抑制施設助成金

助成対象地域で
雨水流出抑制施設を
設置する土地・建物の
所有者又は使用者

663 251 412

土
木
費

下
水
道
事
業
費
用
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[注]
１ 本資料中に用いる金額は、原則として千円単位としており、単位未満を端数処理

しているため、合計と合わない場合がある。

２ 本資料中の記号「−」は、皆無又は該当数値がないものである。
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